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 [授業の概要・目的]
情報の迅速かつ安全な伝達は、「情報社会」ということばが使われるよりはるか以前から、人間の
社会と文化にとって重要な課題でした。言語の研究は西欧では植民地の拡大、世界観の革新と並行
してすすみ、認識論の変化をも促しました。
現在の情報の多くはデジタルな領域で流通されていますが、少なくとも暗号に関する限り、数学的
操作を情報伝達に利用する発想は古くからありました。暗号技術は19世紀以降に急速な発展を遂げ
ますが、これも通信技術の発展や政治的経済的な世界の一体化と並行して起こっています。
このゼミでは、暗号解読にまつわる基本的テクストを読み、コミュニケーションと認識とコトバの
基本的問題点を歴史的に学んでいく予定です。

 [到達目標]
言語とコミュニケーションの歴史の重要性を理解する。
多人数向け報告の基礎的知識と基本技法を習得する。

 [履修制限の方法]
受講定員を超える受講申込があった場合は無作為に抽選を行います。

 [授業計画と内容]
教科書を輪読します。後半は教科書を踏まえつつ、自由な報告をしていただく予定です。 
（授業計画は、受講人数や受講生の希望によって適宜変更します。以下は教科書の目次を大まかに
並べたものです） 

１．イントロダクション　＋　簡単な暗号を解いてみる 
２．換字式暗号と頻度分析 
３．ヴィジュネル式暗号とその解読法 
４．エニグマ 
５．ナヴァホ語暗号・線文字B解読 
６．公開鍵暗号 
７．RSA 
８．量子暗号 
９以降. 自由報告

 [履修要件]
特になし
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人文研ゼミ　暗号解読と言語解読の歴史(2)

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
一人２回の報告(40ｘ2),および出席点(20)
ただし「出席点」は単なる出席ではなく授業中の議論への参加度を考慮します。

 [教科書]
サイモン・シン 『暗号解読(上・下)』（新潮社（新潮文庫））ISBN:978-4-10-215972-9, -215973-6

 [授業外学習（予習・復習）等]
報告者は授業前に報告を準備する。
他の受講者も事前に教科書等からおおまかな報告内容を予期し、
質問等を考えておく。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


